
「令和７年度全国開拓青年・女性研修会 in 福岡」の結果について 

 

 令和７年 11 月 18 日から 20 日の日程で、「令和７年度全国開拓青年・女性研修会 in 福岡」

及び「令和７年度講演会事業 日本の“農”講演会 2025 in 福岡」を合同で開催しました。 

 初日は、平嶋宏紀青年部長による「開会の言葉」、続いて菊地文夫委員長による主催者代

表挨拶が行われ、(公社)全国開拓振興協会主催の日本の“農”講演会 2025 in 福岡へと進めら

れました。 

ここでは、３日間の「令和７年度 全国開拓青年・女性研修会 in 福岡」の枠組みの中で、

18 日の講演会に先立って行われた平嶋宏紀青年部長による「開会の言葉」、菊地文夫委員長

による「主催者挨拶」を掲載します。 

また、翌 19 日には「福岡市中央卸売市場食肉市場」（福岡市東区東浜 2-85-14）を視察し

ました。 

なお、18 日に開催した講演会の概要につきましては当協会ホームページに掲載した「令 

和７年度講演会開催の結果」をご覧ください。 

 

 ○平嶋宏紀青年部長による「開会の言葉」 

ただ今、ご紹介頂きました青年部長の平嶋でご

ざいます。 令和７年度全国開拓青年・女性研修会

の開催にあたり、青年部を代表して一言ご挨拶申

し上げます。全国開拓青年・女性研修会は、国内

農業の中核的担い手として全国で活躍されており

ます開拓青年・女性の資質の向上と、強固な連帯

感の醸成を図ることを目的として各地域持ち回り

で実施され、今回で４３回を数えることとなりま

した。 

さて、本年度の全国研修会は、福岡県での開催

となりました。 

この間、国内外の情勢は、アメリカによる強硬な関税政策の実施、国際紛争の長期化、ま

た新興国の台頭など、国際社会は一段と不透明さを増しております。 

国内では、経済の長期低迷から徐々に回復基調にはあるものの、急速な少子高齢化や実質

所得の低下等、国民生活は依然として厳しい状況にあります。 

加えて、近年の異常気象による災害も顕著となっており、国の防災対策の更なる強化が求

められております。 

さて、近年、国内農業をめぐる情勢は、依然として厳しい状況にあり、特に畜産・酪農で

は、円安による飼肥料等の高止まりやコストに見合った適正な価格転嫁問題等が、重く経営



を圧迫しております。 

この様な国内外共に不透明な状況下で、我々開拓青年・女性は、この現状を的確に認識 し

た上で、わが国の農業が今後如何にあるべきかを模索しながら、国民に安心して供給できる

安全な食料生産の継続と、環境維持に貢献で

きる農業経営の実現に向け、さらなる一歩を

踏み出そうではありませんか。 

本日は、全国から多くの開拓青年・女性の

皆さんがこの福岡県に参集され、研修会がこ

の 様に盛大に開催できましたことを、心より

厚くお礼申し上げますと共に、本日ご講演を

賜り ます先生、並びにご来賓の方々には、大

会開催に際しましてご協力を賜り重ねてお礼

申し上 げます。 

ご案内のとおりこの研修会は本日から３日間にわたり開催されます。本研修会に参加し

て頂いた皆様が、少しでも多くの夢を持ちながら農業に邁進できること、そして開拓者の皆

様が農業を通じて一層ご活躍され、社会に貢献できますことを期待致しまして、簡単ではご

ざいますが開会の挨拶と致します。 

 

令和７年１１月１８日 

全日本開拓者連盟 青年部長 平嶋宏紀 

 

 

○菊地文夫全日本開拓者連盟委員長による「主催者代表委員長挨拶」 

本日、令和７年度全国開拓青年・女性研修会がこ

こ福岡県で開催されるにあたり、開拓３団体を代

表し、一言ご挨拶申し上げます。 

この研修会は先程青年部長の挨拶にもありまし

たように、全国各地から多くの開拓青年・ 女性の

参加により、資質の向上と、強固な連帯感の醸成

を目的として開催し、今年で 43 回 を数えるに至

りました。 

これも偏に会員の皆様を始め関係各位によるご

支援の賜と、衷心より厚く御礼申し上げます。 

また、今回の研修会開催にあたり一方ならぬご尽力を賜りました福岡県畜産事業協同組

合の平嶋理事長を始めとする関係者の皆様に重ねて厚くお礼申し上げます。 

さて、青年部長の挨拶でも触れたとおり、現在、我が国農業を取り巻く環境は、非常に不 



透明な状況にあります。 

国外では米国による強固な関税政策、長期化する地域紛争や中国、インド等新興国の急激

な経済発展、また、国内経済では、輸入諸資材や諸経費の高騰、深刻化する少子高齢化や頻

発する異常気象による災害の激甚化等、農業者をはじめ、国民生活へ深刻な影響を及ぼして

おります。 

国内外共に不安定な環境下、食

料資源の確保が最重要課題とな

っている今日、国内自給率向上に

よる食料安全保障は、国の根幹に

係わる問題であり、国内農畜産業

の持続的発展なくして国の将来

はありません。 

政府は、食料安全保障の確立を

最重要課題とし、国内農業生産の

拡大を基本理念に掲げ、主要政策

の見直しを図るとしております。 

当連盟は、全開連、全国開拓振興協会と共に、引続きこれら重要課題に対し、政府与党だ

けでなく、党派を超えて応援し、要請するという基本姿勢を崩さず、政治活動を進めて参り

ますので、ご支援・ご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

さて、本日から３日間開催するこの研修会で、より多くの仲間を作り、より多くの知識を

吸収し、少しでも自分の経営に役立たせて頂きたいと思います。 

最後に、是非この研修会が有意義な研修会でありますよう、祈念し簡単ではございますが、 

開拓３団体を代表し挨拶とさせて頂きます。 

 

 令和７年 11 月 18 日 

全日本開拓者連盟委員長 菊地文夫 


